
「焼津市自衛隊協力会講演会」開催

中学生がエアーパークを見学

参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

が
、
今
年
度
は
海
上
自
衛
隊
の
幹
部
と
の
要
望
が
あ
り
、
横
須
賀
地
方
総
監
部
（
神
奈
川
県
横
須

こ
の
講
演
会
は
、
会
員
の
防
衛
意
識
の
高
揚
と
更
な
る
自
衛
隊
の
活
動
理
解
を
目
的
に
毎
年
開

当
日
は
、
焼
津
市
副
市
長
を
は
じ
め
、
県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
長
及
び
議
員
を
来
賓
に
招
き
、

鈴
木
一
佐
は
「
海
へ
・
海
に
生
き
る
仕
事
」
と
題
し
、
海
上
自
衛
隊
の
魅
力
や
ア
デ
ン
湾
で
の

賀
市
）
で
監
察
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
鈴
木
拓
哉
１
等
海
佐
の
招
へ
い
が
実
現
し
た
。

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
を
講
師
に
招
い
て
い
た

焼
津
公
民
館
（
焼
津
市
）
で
開
催
さ
れ
た
焼
津
市
自
衛
隊
協
力
会
主
催
の
講
演
会
を
支
援
し
た
。

焼
津
市
自
衛
隊
協
力
会
員
や
焼
津
市
自
衛
隊
家
族
会
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
な
ど
約
１
２
０
人
が

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
海
岸
線
に
面
し
て
い
る
県
と
し
て
海
上
自
衛
官
へ
の
志
願
者
獲

安
全
保
障
環
境
等
に
関
す
る
質
問
が
多
数
あ
り
、
参
加
者
の
防
衛
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

海
賊
対
処
行
動
、
艦
長
の
経
験
談
、
災
害
派
遣
で
の
様
子
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
、
時
に
ユ
ー
モ

得
に
努
め
て
い
く
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
協
力
諸
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
て
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理

ア
を
交
え
な
が
ら
講
話
を
行
っ
た
。
終
了
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昨
今
の
日
本
を
取
り
巻
く

学
し
た
。

１
年
生
の
２
ク
ラ
ス
６
７
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
「
職
場
見
学
を
通
じ
て
働
く
人
た
ち
の
姿
勢
や
考
え
方
を
学
び
、
正
し
い
勤
労
観
・
職

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
１
月
２
５
日
（
土
）、

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
１
月
３
０
日
（
木
）、

ア
ー
パ
ー
ク
」（
浜
松
市
）
を
訪
問
。
藤
枝
地
域
事
務
所
の
伊
藤
克
哉
空
曹
長
に
よ
る
浜
松
基
地

そ
の
後
、
館
内
に
お
い
て
生
徒
か
ら
自
衛
官
へ
の
質
問
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
が
考
え
て
き
た

各
ク
ラ
ス
は
午
前
午
後
に
分
か
れ
て
、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
に
隣
接
す
る
浜
松
広
報
館
「
エ

業
観
を
育
て
、
将
来
の
主
体
的
な
進
路
を
考
え
る
態
度
を
育
て
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
校

藤
枝
市
立
青
島
中
学
校
の
職
場
見
学
を
支
援
し
た
。

の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
大
迫
力
の
全
天
周
シ
ア
タ
ー
や
展
示
さ
れ
て
い
る
航
空
機
な
ど
を
見

た
」「
ま
た
見
学
に
来
た
い
」「
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
興
味
が
出
て
き
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

ま
た
、
時
折
滑
走
路
か
ら
飛
び
立
つ
Ｔ‐

４
中
等
練
習
機
や
早
期
警
戒
管
制
機
を
見
る
と
歓
声

い
っ
た
３
２
項
目
の
質
問
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
回
答
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聞

働
く
人
た
ち
へ
の
質
問
に
藤
枝
所
長
・
尾
崎
喜
浩
２
等
陸
尉
と
伊
藤
曹
長
が
答
え
た
。

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
隊
員
の
言
葉
を
通
じ
て
自
衛
官
の
仕
事
や
や
り
が
い
な
ど
を
伝
え
て
い
く
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
学
校
等
の
部
隊
見
学
な
ど
の
依
頼
を
積
極
的
に
受
け
、
自
衛
隊
の
活
動

を
上
げ
、
終
了
後
に
は
「
航
空
機
を
見
た
り
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

き
入
り
、
し
っ
か
り
と
ノ
ー
ト
へ
書
き
留
め
て
い
た
。

「
自
衛
隊
は
普
段
ど
ん
な
訓
練
を
し
て
い
る
の
か
」「
ど
ん
な
時
に
達
成
感
を
感
じ
る
の
か
」
と


